
 

 

 

マウンテンバイクを活用した観光振興事業について 

 

１ 要旨・目的 

マウンテンバイク（以下「MTB」という。）を活用した観光振興事業の取組状況について報告す

る。 

 

２ 現状・背景 

県北地域には、豊かな山々や起伏に富んだ地形、たたら製鉄で築かれた古道といった MTB の走

行に適した地域資源が豊富に存在することから、これらの地域資源を活かし、MTB による新たな

観光コンテンツの創造に取り組んでいる。 

将来的には、「サイクリストの聖地」と呼ばれるしまなみ海道のように、国内外から多くの観

光客が訪れる「MTB の聖地」としての地位の確立を目指す。 
 

３ 取組状況 

（１）MTB コースづくりに向けた調査 

県北地域の５市町（三次市、庄原市、安芸高田市、北広島町、安芸太田町）に対し、各市町

の候補地の状況や MTB への取組意向について調査を実施した。 

その結果を踏まえ、まずは安芸太田町において MTB に適したコースを選定し、コース造成に

向けた企画調査を実施している。 

（２）人材育成 

MTB のコース運営・管理等を担う人材の育成のため、関係市町及び事業者と先進地を訪問し、

地域との合意形成の仕方やコース管理の実情等の知見を得た。 

 

 

 

 
 
 

 

写真：人材育成・先進地研修の様子 

 

４ 今後の取組  

○ 宿泊税を活用した町事業として、年内に１コースの造成・完成を目指している安芸太田町を

中心に、コース整備に向けた企画を進める。 

　○ 関係市町や事業者等を対象とした、MTB を活用した観光振興に向けたワークショップ等を実施

し、県北地域全体での MTB 観光の機運醸成を図る。 

○ ９月 27、28 日に広島ゲートパークにおいて、MTB の試乗体験会を開催し、新たな利用者の獲

得を図るとともに、11月に安芸太田町が開催するMTBイベントのPRを行い、MTBの機運醸成を

行う。 

 

５ 予算（単県） 

　　25,000 千円　※うち、宿泊税基金充当額 25,000 千円
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